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1. はじめに
本稿では中世における動洞ヤルを取り上げる。中世期に限定する埋由は次のとおりである。







上の項目 1 点目は第3節以降詳しくみていく。 2点目に挙げた先行研究を見てみる。堀口和













のヤルの意味・用法を見ていくとともに 、 ヤルが有する「窯志性」について、 考察したいと
思う。
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2. 上代～中世前期の用例
2-1. 上代～中古
上代～中古の例は、 具体名桐を補語にとり、 「人」「物」などを対象にしていた。 中古にな
ると「人J「物」に加え、「車」を補語にとるようになる。
①対象に「人」をとる
(1)我梵背王を 太租へ嵐ゑと さ夜ふけて 暁露に 我が立ち涵れし
（万葉集・巻2 · 105)
(2)夜昼、 これをあづかりて、 とりかひたまふほどに、 いかがしたまひけむ． そらしたま
ひてけり。心ぎもをまどはしてもとむるに、 さらにえ見いでず。．山えにムを空上つつ
もとめさすれど、 さらになし。 （大和物語）
(3) 男、 いとかなしくて、 寝ずなりにけり。 つとめて、 いぶかしけれど、·1？怒ムを空五ベ




(4)海神の 垂咎烈孟を 家づとに 然に退立むと 拾ひ取り 袖には入れて 返し遣る









(8) :/Eは、 気色見ありきて、 入れたてまつりつ。 火は物の後ろへ取りやりだれば、 ほのか
なるに、 母屋にいと小さやかにてうち臥したまひつるを、 かき抱きて乗せたてまつり
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ら中世前期に見られた「主体が対象物を意のままに動かす」用法と共通する点がある。
9ワイ
(12) 端和将タリニ河内二 3忌 痰伐ッ レ趙ヲ端和匝：：ltil祁城ヲ＿
古本ニハ、 差疵ノ下二、 伐趙卜云趙ノ字ハナウテ、 伐字ヲハ代卜作ルソ·。 サルホトニ、
菟班代リテ ：：端和』月：：那祁城ヲ＿ 卜訊タソ。（略）苑痰力代姻和囮jt1i廊卜云タハ、 文勢
力順ナソ。此本ノ如ナラハ、端和将河内卜云テ、 差痺伐レ趙卜云モ、 ツ、カヌ様ナソ。
又下二端和涸ltll!j'lIi城卜云モ、 アワイニ、 モノカハサマリタ様テ、I順ニハナイソ。理ヲ


























(29) - 39 -
(15) Yari, ru, atta. ヤリ． ル． ッタ（逍り ， る， った） 送る， つかわす
1 Facauo Yaru. （はかを選る）している仕事をはかどらせる ． （日葡辞酢 1603) 
(16) Faca. ハ カ（はか） 松L Facagayuqu, I, mairu. （はかが行く， または． 参る）仕
事が進捗する、 または． 仕事ぶりが目立つ ． 下 (Ximo) では， Michiga mairu （迫が
参る）と言う ． 11 Facauo Yaru. （はかをやる）仕事ぶりを目立たせる． Fuxinno








時にはとi員うぞ。決と云は、 一決してだいたぞ。 笠懸をいる時に、 まん中にとをすを
9ザコ9









察人一人と云字を於いたは、 陳が裔して大将が無つた程に、 大夫を大勝に出た程に、 人

























































































•1iij述のとおり 、 中ilt期に出現した用法には「主体の意志性」が強く表れている。 それぞれ
の/!Ji去派生過程と 「慈志性」について考察してみる。
















られる。 也III (2017)では近世期以降のヤルの発展と〈行為をする〉用法について論じt..: ii:—’。
1700-年代に〈行為をする〉JIl法が出現する。 その前の段階1600年代において〈主体の態度・
能力の表出〉）l 法が出現している。 このJ-fl法では、 人の振る・舞いに対してヤルが用いられる
ようになる。 動作主が「殊更に・わざわざそういう態1虻を表す」ことを示す。〈主体の態l迂．
能力の表ll.i〉)l 法には「殊更に ・ わざわざ」という慈が含まれており、litなる人の振る採い
ではなく「主体のしたいように ・思い通りに振る抑う」ことである。中世期に出現した「主

























必● 一こ 、 は1拭の誅ぞ。 稀はこまかに、 箱はあらいぞ．・じJ図が心は、J立をきてあらきたもな
やと息ふ:')f•は艇ぞ，．；約/1!をきるほどにそ
．
u り砂、は111i字をと 、 のへてとよもそ 品をと、のへら
る 、 時に、 あらむつかしやと思はる、事がないぞ海はなへそリ にるとはよまれまいけれ共｀
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